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７．郵送中における紛失事故などに対処するため、論文は２部提出し、原本のコピーを保
存しておく。
８．患者プライバシー保護に配慮し、患者が特定されないよう以下の項目について留意し
なければならない。
ａ患者個人を特定できる、患者氏名、患者番号、イニシャル又は「呼び名」は記載しな
い。
ｂ患者の職業歴、既往歴、家族歴、生活習慣・嗜好は報告対象疾患との関連性が薄い場
合は記述しない。
ｃ患者の住所は記載しない。但し、疾患の発生場所が病態等に関与する場合は区域まで
に限定して記載することは可とする（東京都、港区など）。
ｄ日付は臨床経過を知る上で必要となることがあるため、個人が特定できないと判断さ
れる場合は年月まで記載してもよい。
ｅ顔写真を提示する際には目を隠す。眼疾患の場合は、顔全体が分からないよう眼球の
みの拡大写真とする。
ｆ症例を特定できる生検、剖検、画像情報に含まれる番号などは削除する。
ｇ以上の配慮をしても個人が特定できる可能性がある場合は、発表に関する同意を患者
自身（または遺族か代理人、小児では保護者）から得る。
ｈ遺伝性疾患やヒトゲノム・遺伝子解析を伴う症例報告では「ヒトゲノム・遺伝子解析
研究に関する倫理指針」（文部科学省、厚生労働省及び経済産業省）（平成13年３月
29日）による規定を遵守する。
９．本誌に掲載後の論文等の著作権は、本学会に帰属する。なお、本誌掲載された論文等
は、原則として電子化（PDF形式等）し、日本赤十字社医学図書館等を通じてコンピ
ュータ・ネットワーク上に公開する。
　附　則
１．改正　平成１７年　４月１２日
２．改正　平成１９年　４月１７日
３．改正　平成２３年　６月　６日
４．改正　平成２４年　４月１９日
５．改正　平成２８年　４月１３日
